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① 成績書・耐震計算と考察・事例（M8との比較）
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安震アジャスターの
引抜強度⽐較

3ページの「あいち産業科学技術総合センター」様での荷重実験により、
安震アジャスター「安震V3 治具 Φ85」は、アンカーボルトM8の4倍の引抜強度が
あることが分かります。また、

（H29.5.8あいち産業科学技術総合センター産業技術センター実験値による）

安震V3を入れることによって、地震の揺れが1/5に低減されます。

※ 1/5 = アンカーボルトに対し、5倍の吸収性
※

【引抜強度】4倍×【吸収性】5倍 =２０倍

4倍

安震V3の免震効果を加味すると、
なんと!! アンカーボルトＭ8の２０倍相当
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①耐震性検討対象物の形状および重量を前提条件として提⽰していただきます。

②耐震性検討対象物の重心位置を前提条件として提示していただきます。ただ
し不明の場合は、耐震性検討対象物を構成する各部分の重量を提⽰いただいた
上で、当方にてその位置を推定した上で計算いたします。

③荷重超過による安震アジャスター自体の破断は計算しません。

④耐震性検討対象物の「しなり」による振幅の増幅が予⾒される場合であっても、
その「振幅の増幅」は考慮しません。

⑤安震アジャスターの回転剥離耐⼒は、あいち産業科学技術総合センターの
試験値を準用することとします。※1

⑥安震アジャスターの鉛直⽅向剥離耐⼒は、あいち産業科学技術総合センターの
試験値を準用することとします。※1

⑦安震アジャスターの衝撃吸収値は、あいち産業科学技術総合センターの
試験値を準用することとします。※1」

※1 別紙資料参照
★あいち産業科学技術総合センター成績書(２枚)
★吸収性について(1枚)
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安震アジャスターの
耐震検討にあたっての条件
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安震アジャスターの
耐震検討にあたっての計算費用

【安震アジャスターの耐震検討にあたっての計算費用】

対象物1 点あたりの計算費⽤は⾦50,000 円（税別）といたします。
ただし、P6.「条件」に該当する範囲とします。
【初回特典】
初回のみ、上記に基づく対象物1 点あたりの計算費⽤を⾦10,000 円（税別）で
お請けいたします。 〜2017.9.末日まで
【その他】

特殊形状の場合等は別途とさせていただきます。

御社名

ご連絡先

対象物
対象物の名称

平成 年 月 日

ご希望がございましたら、株式会社 中日設計事務所様に下記条件等にて、
耐震検討にあたっての計算をしていただくことも可能です

◆高さ ㎝ ◆横幅 ㎝
◆奥⾏ ㎝ ◆重量 kg
◆重心の高さ

ご希望がございましたら、安震までお問い合わせください

御担当者様
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